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弁者 仁コ

外来牧草(Introduced grasses) 1<: ~討する肥料三要素に関する試験は.北米合衆園では SKINNER，

J. J. and NOLL, C. F. 雨氏に依って Pennsy1 \'ania 試験場 (Pennsylvania Experiment Sta 

tion at SCate College, Pennsyl vania) に於て 1910-1916 1<:亙り行はれて居る(1)けれども . 本

邦の土壌について行はれたものは未だ無い様である口操て著者は之等外*牧草栽培の基礎と友

るべき肥料三要素試験を.現今普通t亡我園で栽培されて居るもの L 中主なる五種類について林

業試験揚高萩出張所で試験を試みたから其の成績を記述して参考に供し様と 思ふ口

本試験寅行i亡営って投手杉野森夫.助手二Itl寸勉、同鈴木恭輔三氏を努した事多大で、ある ， 裁

に特記して謝意を表する白

供試土壌の成分

供試土壊は高萩!出jλi張所内原崎の月庁所r庁f謂f非魚無n呪!O刊n肥j肥巴料土で

イ化と墜成分を示4ぜ士ば下の如〈で、ある口

成 分 | 町四土 l
百分中(%) 成

，、

7) 
l 乾燥前領土
百分中C%)

水 分 15.3000 | 酸 イじ 銭 10.1250 

灼熱の 際に於け る減iU: 22.0300 石 友 1.0290 

腐 中直 5支 10.1250 苦 土 1.2425 

司ァ、~ 窒 言長 0.8364 恩 0.1747 

日経酸に不静物 58.5090 硫 酸 0.1275 

飽酸 に 溶解するF上i致 0.1100 隣 酸 0.3772 

繁 土 5.3725 PH 侠 4.6100 

(1) SKINNER, J. J. and NOLL, C. F. :-Botanica1 Composition of a Permaueut Pasture 1凶ìl1・

enced by Fertilizers of Different Composition. Soil Science, Vol. II, Feb. 1919. 
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供試禾本科牧草

「トー Jレフエス キューJ Tall Fescue (Fesltwα elatior sub-sp. αntndinαceα H乱ckel.)

「ナンタツキー プ Jレー グラスJ Kentucky blue grass (Poa prct!ensお L.)

「ォーチヤードクラス J Orchard grass (Dαctylis glomerαtαL.) 

「チ毛シーJ Timo七hy (Phleωn pratense L.) 

「レッドトップJ Red Top (Agrostis alb品 L. var. vulga?'is Thmb.) 

試験の方法

面積 1 ba. の 1/15000 の大さを有する亜鉛板製無底園簡を悶揚に担設し.上記の供試土壌を

之に満たし.各草極毎に下記の五匝i:設置した。

完全匝(窒素.燐酸.カ11里の三要素を施興する)

無窒素直(燐酸. カ11里の二要素を奥へ窒素を猷く〉

無燐酸匝(窒素.カ11塁の二要素を典へ燐酸を;吠く)

無力11 旦匝〔窒素. 燐酸の二要素を奥ヘカ11里を扶く)

無 肥料匝(三要素共に方面!1f!.せや)

泰j悶凹月各国筒陀各供試革類の 2 年生株(重量形態相似のもの)3妹宛を植付け.何れも地上

3cm. (一寸)の高さに算定し、 各匝へは夫々下記の分量で窒素. 燐酸.刻l塁を施興した。

硫酸「アムモニアJ 38gr. (10匁〉

過燐酸石次 53gl・. (14匁)

硫酸加里 38g1・. ( 10~な〉

窒素と して 8gr・. (2匁)

燐酸として 8gr・. (2匁)

加里として 8gr. (2匁〕

但し 11'ヘクタール」常施肥量は. 三要素共各 1l2.5kg (30買J とす口 斯くして自由に生長ぜ

しめ.毎年夏期開花)p~ 陀至 り全部を掘起し.穂霊. 葉部の伸長度，重量を測定して各肥殺を比

較調査すること L した。

試験の結果

今昭和 5 年-7 年に亙り施行した試験の成績を表示すれば下表の如くである。

「トールフエスキュー J Tall fescue (FesfJaca elαtior sub-sp.αTω~d仇αceαHackel.)
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FI棄のm平均長 楽の伸長 cnl.
椋~~在 と楽|

穂室の穏 整 cm・ I "i の卒均一株の!俊劣順位

最長 |最短
州伸長 平丈卒均重量「

CIl1. 1 汲長 | 最短 | 肌 I gr. 伸長制

宅7士乙コP ~ 、 区 74.5 2.5 132.01 57.0 67.9 1006 1 1 

無言笠ヨミ 1亙 34. 56.5 16.0 82.0 108.5 55.5 58.2 263 2 2 

無燐政区 30. 42.5 12.0 82.2 97.0 67.5 56.2 241 3 4 

無力11 里区 30. 44.51 15.0 73.5 104.0 43.0 52.2 244 4 3 

無肥料医 22. 36.5 7.0 60.5 69.5 51.5 41.5 66 υ P 5 

「タンタツキー プJレー ク。ラス J Kentucky blue grass CPoa 2)1'αtensis L.) 

~1(\室 と薬
業の平均楽の伸長 cm・ 穏室の穏 輩 Cm . I との平均一株の俊劣順位

pc 「 | 卒均伸長 | 草 丈州重量 J，h elfF.-T". 
1l1. 最長 | 最短 肌 | 最長 | 最短 l m l p・ W挺品以

無窒素厄 33.31 39 ・ o 31 ・ 35J ι51 30 ・ 0 1 34・ 41 53 31 3 

無燐酸医 33.7 伯 ~I ~6 ' ~1 44.6
1 

日 ~I ~~ ' ~I ~~' ~ I 60 21 2 

無加盟 1，f[ 1 31.61 43.0 24.0: 34.1 40.0 26.01 32.91 491 41 4 

無 JJ巴料区 24・4 1 2ふ01 20 ・ 24.4
1 

29.0
1 

19.51 24・51 34 GI 5 

「ォ ーチヤード ク烏ラス J OrclHlrd grass (Dαctylis glo目的'alα L.)

|葉f仲申 の平判叫足均J 架の仰長 CJU肌. 1穂均翠f仲申の列長| 穂 慈 cm 甥之主L埼若毒1一株の0) 1 {俊延防馴劣剣1順民
cm . 最長最短 1 Cill. I lÞ(長 ltc:短 且r . 伸長重立Cnl. 

仁Y三i: 金 60.4
1 

68.0
1 

51.0 96.8 1低o。!; 77.0 73.6 458 1 1 

吉正室 葉区 47.6 52.0 44.0 74.9 89. 58.0 61.3 158 2 3 

吉正燐酸 l!lli 39.6 36.0 80.2 85.0 77.0 59.9 192 3 :J 

無力日塁 1亙 34.5 38.0 30.0 67.2 56.0 50.9 98 4 4 

'1PJ 1.肥料 l直 21.0 14.0 56.6 22.0 :!8.8 49 5 5 

「チ モ シ ー .J 'Iimothy CPhle~lm prαtense L.) 

フ";f: 全 区

Jjl，ç 主主素直

~燐固定 1&1

無力11 盟 lJîi

鉱 山料 1&1

業の卒均楽の仰長 cm・ 穏撃の 穏 Z塁 。n . I "i の平均一株の優劣順位
伸 長 卒均伸長 ljt 丈平均重量

f宣:

1" CJU ・ 最長 | 最短飢汲長 | 最短 cm. 1 gr・伸長|重量

96.5 104.5 8101 112.5 132.5 

78.7 99.0 58.5 93.2 112.0 

72.5 87.5 65.0 85.5 104.0 

40.8 50.0 49.4 59.0 

38.0 48.0 31.0 54.1 61.0 

71.0 104.9 

58.0 85.5 

56.0 80.3 

32.0 45.1 

50.0 46.1 

646 

304 

221 

75 

60 

2! 

9、) 白

1 

2 

3 

4 
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「レッドトップJ Red top (Agl'ostis alba L. var. 1Iltlgαj.is Thurb.) 

楽の平均三奈の伸長 cm・穂撃の穂 整 cnl ・ 穏撃と業l一線の|優劣順位
伸長 卒均伸長 草との卒均丈平均重量1

cm 最長|最短 m 汲長 | 最短 Cm. :J:: 1 '_"~Jr~ ""-1伸長l重量

フ位三乙・ 4戸k、. 回 69.4 77.0 57.0 ~ 73.9 867 1 1 

無窒素 l孟 61.8 7<1.0 80.01 93.0 70.9 571 2 2 

f民燐酸 i昼 57.6 63.5 48.5 34.0 401 5 4 

無力日 旦医 39.8 47.0 58.8i 70.0 44.3 ミ。， E 

無肥料区 32.9 46.0 24.0 56.81 69.0 49.0 45. 29 4 5 

五種類平均

戸の平均一∞ 闘の1 穫 撃 e l?時
長 平均伸長 草丈平均重量;

Cnl 最長 i 最短 肌 | 議長 | 最短 m 1 Er・ i 11市長|重量

フ仁三己p ~、. 区 61.5 75.4
1 

45.1 105ユ| 60.7 72.6 6321 1 

吉正主主索 J@i 51.2 64.1 40.3 73.1 88.8 52・ 7 [ 62.1 270 2 2 

2231 
無燐酸区 46.7 55.9 37.5 72.6 83.8 60.5 53.9 3 

無加盟医 35.5 44.5 27.4 56.6 73.0 42.0; 181 4 

1~ J.胞 がト l亙 ~7 . S 36.3 19.2 50.51 60.3 38.4 υ0 . ;] 48 5 

右完全匝の牧量を 100 とすれば下記の割合となるO

完 全匿

100 

無窒素E

43 

持!?民1酸[~

36 

無力1 \里匡

29 

無肥料匝

8 

右成績に依ると、「トー jレフヱスキューJ Tall fesclle では，仲長度IC於て完全匝最長い無

窒素臣、無-燐酸匝. 無力11塁匡之れに亜ぎ.無肥料匝最短く.重量ーでは完全匝最大で.無窒素直.

無力11里匝 . 無燐酸匝 . ~A~肥料匝の順序である 0 1クンタツキープJレーグラス J Kentuckyblue gra-

58 は、仲長度. 重量共に完全匝最良心無燐酸匝. 無窒素匿 、 無力11塁匝之れにillIぎ、無肥料匝

が最悪い。 次の「ォーチヤード クJ ラス J Orchard gr加S では.伸長度は完全国， 無窒素直. 無

燐酸匝， 無力H里匝. 無肥料匿の) 1民で.重量では完全[~ . 無iM酸匝. 無窒素直.無加里匝. 無肥

料匿の )1頂序で 「チモシーJ Timotby では . 仲長度.重量共完全庖最良心無窒素直.無燐酸匝.

無力11里匝 . 之れに亜ぎ. ~Ij時肥料匝最劣って居る。最後に(レツF'トップJR白d top は.伸長度

では完全匝. 無室長素匝 . 無力11塁匝 . 無肥料匝 . 1f!li燐酸匝の )1慎 . 重量で1ま完全匝v 無窒:素直 . 11!~ 

燐酸匝. 無力11里匝. 無肥料匡 と云ふ) 1国序になるD

之れに依ると各種類共.完全匝は生育旺盛で、牧量亦多く.第一位を占め五種類平均に於て完

全恒の仲長度は何れの他匝よりも 17%-55% 長 く.其の重量は無肥料匝の約13傍陀も達し叉

無窒素. 無燐酸. ;'J!~JJI1里各匿の夫々約二倍宇. 三倍、 三倍牛.の増4交を示して居 れ如何に肥
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料要素の重要であるかと云ふ事が窺はれる。

ヨた tz:1.q~燐酸匝で・は . Kentucky blue gr加S と Orchard graEs の二種類が完全l;l1tz: illiいで成積

良好である . 禾本科牧草所謂 Gmss tz:封する燐酸の肥殺は.萱科催物に劃する様陀顛著で主主

い事質は一般に認めらる L 所(りであるから.之れは順調の結果と思はれる。

然るにヨえの無窒素匝では . Tall fescue Timothy, Re� top の三種が共に完全匝 tz: Ïlli ぐ良成績

で， 無燐酸匝よりも僅であるけれど色優った結果を示して居る.窒素肥料の禾本科牧草即ち

Grass tz:釘する一般的肥放は.其の繁茂多産を来し.叉永続的生育をえ主さしめるもので Grass

にとりでは紋くべからざる要素である (3)，所が上越の様に本試験陀於て.無窒素直が比較的

良成績を示して居るのは.前記供試土壌の成分表陀看る如く.供試土中の窒素が 0.8364% もあ

って、 比較的窒素養分を多量に含有して居る事に依るものと思はれる.克も普通禾本科草類陀

封する無窒素肥料~n ち燐酸，加l里の二要素を施奥し?と場合は.特に其の草草 (Stem) の護育及

種子生産に遁し， 且つ早熟ならしめるものと云はれて居るカ、ら ， 土壌D差違. 肥料の種類、植

物の種類等が異るにつれ. 無窒素必やしも減4交を招くものとも断定は出来泣い。

ヨ穴 Vc無力1 1里匝は 、各磁類共無肥料匝 lと互E ぐ不良友成績を出して居る、元来カ ロ 塁養分は土壌中

に自然陀存在するもので.十分で・多 く の揚合其の施奥如何が結果に影響する事の砂いのが普通

であるが.植物或は土壌の種類によっては.可r.r..り必要とせらる L 様である.上記 SKINNER & 

NOLL 雨氏も Timo七hy は特 ft: Potash を多く奥へ?と鹿陀優生 (Predominate) すると結言 L. 叉

本邦にあり て い農事試験場に於ける陸稲. 大要.小婆等K自問して行った三要素試験の結果に

よると 、 土質によりカ11里肥料の要求度の高い成績を出して居る口之等から考へると禾本f;;j.植物

に封しては . 1m皇肥料亦重要注ー要素で治る事が明カ、である。

1 
最後の無肥料匝は . 臓の通り生育最不良で. 牧量少く完全庖のす， 1，q~窒素匝の了'無

燐酸匝の約す・ 知的l里匝のす酢過ぎない。

上記の結果に撮ると . 外来牧草栽培に常つての施肥は普通の農作物栽培に於けると同桜花、

三要素の重要友事を認めたければ危らぬ. 草類だと て決して軽視してはならぬ事と忠、ふ。

猫各草極tて封する各種肥料の確然とした放果.言を換へて云へは.各草種の各肥料要素K劃す

る好掠性等に開しては本試験では未だ充分で、泣い事は甚だ遺憾とする所で、 之の 11ï tz:就ては将

来の研究に待たねば友るまいD

摘要

1. 牧草栽培の基礎?とるべき肥料三要素試騒を. Ta¥l f escue, Timo七hy， Orch乱rd

(1)及(2)著者一原野草類に謝す る肥料三要素試験 林業試験報告t;-;25自主 大正 14 年

¥ 同 ー は-ð'・に謝する肥料三要素試験 問 問
S.F. Armstrong :-British Grasses and Their Employment in Agricnlture. Cambridge, 1917. pp. 184-187. 
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grass, Kentucky blue grass, Red top の五種類につき林業試論揚高萩出張所で. 無無-底圃待筒î (函

積 1h凶a. ]ν11臼50∞00の)を圃揚tκ亡担設して無肥料土て

]. 試験匝は各草種笛毎‘陀完全. 無主窒窒害去，素 . ~無蛇詰挺恥t巳;燐燐酸. 無無.カ刻加11哩里、 5無:q快H渋t肥料の五匝を設け各施肥匝 tκ亡ば

三要素 1 h凶a. 常 112 .5kg. (反賞三賀〉の割合』亡きま素は硫酸「アムモニア」燐肢は過燐酸石灰、

力1\里は硫酸加里或は木友で夫+施肥した。

1. 完全匝l'JP ち窒素，燐酸. 加l里を施!Ji1. したものは.肥料三要素を充分に奥へらる L 嬬 . 各

牧草共生育最良好で・生産量亦多く . 各草類綿王子均で質に無肥料匝l投量の 13倍にも主主して居る。

]. :!'t!~酸 . カ11皇を施し主主棄を~く無窒素匝では. Tall fescue, Timothy, Red top の三種が割
1 1 

合陀好結果を示して居るい完全匝に比すれば其の牧量は一一~一ーに過ぎぬ口~ -3 

1. 室長素. 加!里を奥へ燐酸を融ける無燐酸匝では. Kentucky blu巴 gl'ass と Ol'chard gl'ass 

の二種が完全に亜ぐ成績を示して居るも，之れとて其の牧量は完全匝の半分にも達して居らぬ。

1. 無力11畏匡邸ち窒素. 燐酸を奥へて刻l里を~i1といた所で、は . 比較的に生長不良で先!~室長素無燐

酸匝よりも劣って居る . 之れによると加里肥料亦禾本科植物陀劃しては重要な一要素と謂はな

ければ左らぬD

1. 無肥料匝は一般に生長不良で-牧量少く試験匝中最悪い成績をと示して居る口

1. 上記の結果陀撮ると外来牧草栽培に富つての施肥は三要素の重要快くべからざる事を認

めねば友らぬ口 (昭和八年五月縞〉
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Fertilizers Experiment on Some Introduced Grasses. 

By 

M OTOO OUSEKO. 

Introduction. 

Altbough the 白血cacy of fertilizers consti七uents ， nitl'ate, phosphate and potash 011 

the gl'asses has all'eady heen established by SKINNER J. J. and NOLL O. F. 持 in the 

United States of Amel'ica; little is known on the manurial value of the fel'tilizer.s for 

introduced grasses ill Japan. 

The authol' has occupied, therefore, si 口ce 1930 in detel'milling tbe efficacy of ferti-

lizers to the five illtl'oduced grasses which bave, common1y, been cultivated in tbis countl'y. . 

This expel'iment was started at Takabagi Branch Station, Impel'ial Forestry 

Experimenもal Station, Ibaraki P l'efecture, and tbe results obtained tberefrom are as undel'. 

Thanks are due to Mr. M. SUGINO, T. KITAMURA and K. SUZUKI fol'叫.1eJr・
va1uab1円 assi stall c自白 nd suggestiolls. 

Soil Used for the Tria1. 

The soil is of the Quatel'nary Sel'ﾎes witb the surface :;:oil cbiefly 10am in the 

Takahagi El'anch Station, and no manul'e had hiぬerto been used. 

The composition of 也e air..dl'ied 8011 \vas 出 follo\vs :-
Watel' (H~O) …・・・・ ……… ・・ …・…… …-… '・……-…15.300(%)
Loss by ignition ........... ・・・・・・…・ ... .. ..... . .....……..・ .22.030

Humus.. . .... . .... ・ ・・ 0 ・・・・…・・・…・・・ . : ....…・・・・ 田 ・・・・・…・・・ . 10.125

Total nitrogen.. . .. … ........ ......... . ...... .. ・・・ ・ ・ ・・・. ....... 0.836 

Residue insoluble in Hcl ・・・・・・・・・ー・ ・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・・ .58.509
Silica soluble in Hcl....................................... ・ ・ 0.110 

Alumina (Al~O~) ...........…………… ".・ ・ …………. 5.373 

Fel'ric oxide (Fe20S) 一.....・ H ・ ・・…・・ ・ ・・ ・…… . . . . . .…・10.125

Lime (C",O) ・・ ・ ・・………..…..…..……...……- ……・・ 1.029 

Magnesia (MgO) ・・・・・・・・・・・… ..…・・・・・・・・・・・・・ 田 ・・・・・・ ・・・・ 1243 
Potash (Kョ0) ・・・・・…. . ... ...... .... ... ... ・・ ・・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・・・ 0.175 
Slllphuric acid (803) ・・ ・・・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・・・・・ 0.128 
Phosphoric a巴id (P205) ・- ……...・ H ・... .・…・一……・ ・ ・・ 0.377 
PI王 value .. … ・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・・・…・・ ・・・… ..……........ ..... 4.61 

Trial Grasses. 

Five di民rent species of introduced grasses were used, namely; Tall fescue (Festucα 
elαtior subs. αrundinacca fuc回L.) ， Kentucky blue gl'ass (POα pTαt泡n8Ìs L.), Orchal'd gl'ass 

(Dαctylis gloη1.61・αtα L.) ， Timothy (Phlewn pl叫el四 L) and Red top 01' Fiorin g1'aEs 

(Agro:tis αlbαL.). 

Plan of the Experiment. 

The bottoml日SS zil1c cylind印、 having a diameter of 92・4 cm., cOl'respond匤g to a 

持 SKINNER J. J. ,md NOLL C. F. :-Botanical Composition of a Perm注目ent Pasture Influenced 
by Fertilizers of Different CompositioD. Soil Science, Vol. II., Feb. 1919. 
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surface of about 1/15000 hectare were buried in the field and filled up with the soil to 
be tried. 

The cylinders were classified as follows:ー

Lot. 1. Comple句.

Lot. 2. No nitrogen. 

Lot. 3. No phos呼phor匂 a邸ciほd.

Lot. 4. No potash. 

Lot. 5. N 0 manure. 

The experimen七 was run in duplicate separating もhe two series. 1u early spring, 
the youug plauts of each species (two years old shoots, weighing 20 gr. apiece of l1early 

the EalDe height al1d in as vigorous a co口dition as possible) were planted at the rate of 

three plants in each cylinder, and all the plants "l>ere pruned near the root leaving one 

inch on the ground, then 仕1ree cons七itueuts of fertilizers h日se been applied to the r巴spec­

tive cylimler ill the ratio of following quantitie'宅:

Ammonium sulphate. ..'……..，…・・・・・・・……… ・38 gr. (8gr. as nitrogen) 

Superphosphaぬ � lime .… ・・・ ・・ ・…….'・…… .53 gt.. (8gr. as phosphoric acid) 
Po七assium sulphaie ..……."・ H ・"……・・・山・…38 gr. (8gr. as potash) 

τhe total amoun七 of nitrogell, phosphoric acid and potash comes up to 1125 kg. 

per hectare. 

Tbe plants wcr!l allowed to grow mature and with th日 coming of their floresce口ces

in sllmruer time, a11 the planもs were uprooted at the same time, and records mad日 of ぬ巴

stature and yield from each cylinder. 

Result of Experiment. 

The re3ults are given ill the following tables. 

Tall fescue (FesttlCα elatior subs.αl"UndinaceαHACKEL.) 

Ave. Length of I Ave. 
日L。、evnegzth of Ave. 

len0gf t11 leaves lenogf th r-stalks Ave. 
weight 

Lots. cm. 
丑。、ver・

cn1. statllre per 
lea,es 

Max. I Min stalks. Maz- iMin. i cm. 
plant. 

cm. gr. cm. 

Complete 41.3 74.5 2.5 94.5 57.0 67.9 1006 

No nitrogen 34.4 56.5 16.0 82.0 108.5 55.5 58.2 263 

No phosphoric acid 30.2 42.5 12.0 82.2 97.0 67.5 56.2 241 

No potash 30.9 44.5 15.0 73.5 104.0 43.0 52.2 244 

No maDure 22.5 36.5 7.0 60.5 69.5 51.5 41.5 66 

Kentucky blue grass. (Poa p1"αtelおお L.)

一一一

Ave. LeElegatvh es of 
Ave. 

BLowenegrt-h staolf ks 
Ave. 

lenogf th lenoEf th Ave. weight 
Lots. cm. cm. statnre 

plpaenr t. leaves a。、\'er-

cm. M払 I Min. 
s匂.lks cm. gr. 
crn. 

Cornplete 40.0 53.0 28.0 45.6 50.0 41.6 42.7 139 

No nitrogen 33.3 39.0 310 35.4 41.5 30.0 34.4 53 

No phosph凸ric acid 33.7 43.0 26.0 44.6 58.0 37.0 39.1 60 

NO'potash 31.6 43.0 24.0 34.1 26.0 32.9 49 

No mannre 24.4 26.0 20.0 24.4 29.0 19.5 24.5 34 
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Orchard grass (D:wtylis glomemtα L.) 

Ave. Length of Ave. 
BLowenegrt-sh taolkf s 

Ave. 

le n ogf th leaves lenogf th Ave. 
、veight

Lots. cm. cm. stature per 
leaves flower- plant. 
CD1. Max. I Min 

stalks 
Max. I Min cm. gr. 

cm. 

Complete 60.4 68.0 5l.0 96.8 103.0 77.0 73.6 458 

No nitroge口 47.6 52.0 44.0 74.9 89.0 58.0 61.3 158 

No pbosphoric acid 39.6 43.0 36.0 80.2 85.0 77.0 59.9 192 

No pot田，]， 34.5 38.0 30.0 67.2 92.0 56.0 50.9 98 

No manure 21.0 25.0 14.0 56.6 73.0 22.0 38.8 49 

Timothy (Phle'um prαte1附 L.)

Lots. 

Le l引11 0f | Ave.
l ~;，gth --Je~;~s -- I le~~th 
of cm. I 1Il 

leaves I I nOì~~r-e込 S 1 一一一一一一一ーで一一一一一一一一1-
I u I U ' I stalks cm. I Max. I Min. I cn>.

Lengtb of 
Jlower-stalks 

A Ave. 
マe . weight 

stature I per 
I pla口t.
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Red top (Ag1'ostis albαL.) 

Length of 
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Now, let yield from もhe Complete cylinder be 100, we obtain tbe following 

五gures: 一ー

Complete lot. . .. ....…・・・・・・・・・・ ・ ・・ ........... . . . . ..•. ... ....... 100 

No nitrogen lot. ・・・・・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・・・…...............・・・ ・ …・ ・ ・ 43 

N 0 pbosphoric acid lot. . " ..………・・・・ ・ ・・・・・・ …….，.… " 36 
No potash lot. .......……-… … ......… .............. . ....... 29 

No manu1'e lot. ・・ ・・・・・ ・・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・ ・・…・・・…・ ・・ ・ ・・・・・・ 8 

It is seen frol11 the tables tba七 tbe vigo1'ous g1'owth and la1'gest yield occur in もhe

cylinder of Compl臼te， namely, in average， 白日 stature of Comp!日te lot is longe1' ]7.0-55.0 

pe1' cen七 than those of any other lots, and it weighed about thirteen times of No manu1'e 

10t or two and a h乱lf limes of' No nitrogen lot, thre日 times of No phosphor匂 acid 10七p

three and a half tillles of No potash 10七 re.spective ¥ y. 

Thus the experimenも showing that how i mpor七anも the three constituents of fe1'tiliｭ

ze1's al'e 

1n the No phosphol'ic acid lot, two species of Kentucky blue g1'a胃s and Orchard 

grass showed good results af旬r the Campl巴ぬ lot. 1も is proved , in gene l'al , tbat 仙巴 ­

efficacy of phosphate manUl'e for 七he graminea is not 80 conspicuous as in the case of 

もhe leguminosea 持

With tbree species of Tall f escue, Tim'oぬy and Red top , h01\'ever, tbe second 

good results wel'巴 obtained in the No nitrogen lot and sbow much e缶cacy もban the formel' . 

lot tbough i七 is a sligbt differenl'e. 

Tbe genel'al effect of nitrogenous manul'es upon grasses is to favou1' luxurian七

and continuous gl'owth. If applied in excess tbe vegetative organs al'e especial1y developｭ

ed and th号 ordinary proce怨e.s of maturation are delayed Ul1七il 1ate in the seaSOD. The' 

vel'y dark green colou1' of もbe foliage is cbaracteristic of plants l'eceiving excess of 

nitrogen in proportion to 0七her plant food materials. 非持

1n this experiment, howev巴r， as previollsly stated, No nitrogen lot sbows compal'aｭ

tively good l'esult, tbit:l is pl'obably due 七o the fact thaむ tbe 'nitrogeロous nutrienも was

contai口巴d 1'elatively higb in tbe trial 80il, i. e. the percentage of もotal nitrogen amounted 

to 0.836 per cent, as shown in the table of 七be composition of ぬe ail'-dl'ied soil. On tbe 

other hand，もhe general e丘ect of mixed manure of phospbate and potash (no nitrogen) to 

the gr加ses is to greatly favour stem and seed production , and to lead to prelllature 

ripening, we al'e unable, therefore, to decide at once that non-nit1'ogenous manure always 

b1'ings a reduction of yield. 

τhen the yield of every grass species in the No potash lot was rathe1' sm乱.ll in this 

experimenも. 1n general, the potash bas no serious effect upon tbe plants wbetber i む is

applied 01' not; i七 se巴ms， h owevel', to be pl'etty necessal'y according to circumstances , for 

instance, when it diffel's in soil formations 01' kinds of gr加S邸 and manures. 

SKINNER J. J. anc1 NOLL C. F. b蛆e concluc1巴d: “ 1n tbis experiment 七imotby

has stood the stl'uggle f or existeus巴 best wh巴re fertilizers higb iu potasb were \lS巴d， this is 

shown in circle 68, wbich gives the average composition of the 21 mainJy potassic plots." 

Besides, accorc1ing to the result of fe1'tilizers expe1'iment on some gr乱minea farm 

crops carriec1 ou various soils at 七be Imperial Agricultural Experiment Station, Tokyo, 
J apan, it is indicatec1 that the rice, barley 2.nd whea七 al'e some,,,hat more favoured by the 

社 OP.SEKO， M :-Experiment with Fertilizers on Herbage of Wildland~. Bul. F. E. S. No. 25, 
pp. 31-44, 1925. 
OHSEKO, M:-Ferti1izers Experirnent on “ Hagi" (Bush-c1over, Lespedeza 瀛color TURCZ). Bul. 
F. E. S. No. 25, pp. 45-52, J925. 

持 S. F. ARMSTRONG :-British Gra'明es an� Their E 凹ployment in Agriculture. Call1bridge, 1917, 
pp. 184-187. 
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fertilizers higb in potash. From 七he above-mentioned facts, it 'would seem that the potassic 
manUl・e is also one of the impo1'tant e~sential ingredients to the grasses. 

Lastly, No munure 10む shows the poorest 1'esult as pl'eviously stated, both もhe

stature and yield of the gl'asses are smallest. nameJy, io av日l'age the yield from this cyｭ
lioder amouot巴d to ooly ooe thirteeoth that of Complete cylioder, ooe 五fth that of No 
nitrogen cyli口der， a qna1'ter thωof 1'¥0 phosphoric acid cyliode1' aod or.e third that of 
No po凶8h cyJioder respectively. 

1t is ul>fortunately impossible to give any fulle1' reliable inform乱tion regarding tbe 
precise efi鐵ts of fertilizers upoo the di民rent speci民乱nd ou1' knowl吋ge illUS色 remain

incomple七日 on these points until def�.nite resea1'ches have been cal'l'ied out. 

Summary. 

(1) 1n order to make a fundam巴nもal study regarding the culture of iot1'oduced 
grasses in J apan, th巴 efficacies of f ertilizers cons出ueots 00 the :five introduced grasses, 
Tall fescue (Fest1lcαdαt1'O'r sllbs.α?'Und-inac伺 HAc回L.)， Keotucky blue grass CPoα 

pratensぬ L.)， Orcharc1 grass (Dαctylis glome'rαtαL)， Timothy (Phl側m pmtense L.) 
and Red top (Ag?'ostis αlbα L.) ， were examined at T乱kal】乱gi Branch Statio l1, 1mperial 
Forestry Experimental Station, using the bottomless zinc cylioders. 

(2) The cylinc1ers were classi白d as Complete, No nitrogen, No pbosphoric acic1, No 
potash and No mauure, and three constituents of ferもilize1's have been applied もo the 

respective cylinder in tbe ratio of 8 gr. per cylinder or 112.5 kg. per 1 hectare, in the 
forms of a!Dmonium sulpbate as nit1'ogeIl, supel'phosphat時 of lime as phosphoric acid and 

potassium sulphate as potash respectively. 
(3) Complete fertilizer mixもure seems favourable for all species, the largest yield, 

th巴refore， 0∞u1's in this lot, nameìy, the yie!d ﾎrom this �ot is thir民en times heavier 

than tbat of No manure 10七 in average. 
(4) No nitrogen lot seems especially favourable for tbe growth of Tall f邸clle， Timothy 

anc1 Red もop， while it is iodicatec1 that Kentucky blue grass and Orcbard grass 乱re

some'what more favoured io tbe No phosphoric acid 10ιThe yields of these two lcts, 
howeve1', are no more than f1'cm one half to 011e third tl叫 of Complete lot. 

(5) No potash lot is inferior to No nitrogen or No phosphoric acic110ts in yield, it wi¥l 
be observec1, therefore, that the potassic manure is also m俍t importan七 essential ingrediｭ
ents to the gra節目S.

(6) No manur旦 lot shows poorest result al1 over the t1'ials, the yie~ c1 of this cylinc1er 
ammounted to only one thirteenth that of Complet白 cylioder.
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